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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 10,068 13.9 △854 － △441 － △598 －

2024年３月期第１四半期 8,841 30.2 △2,151 － △2,034 － △1,894 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 △169.26 －

2024年３月期第１四半期 △539.93 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 24,278 2,676 11.0

2024年３月期 23,553 3,219 13.6

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 2,663百万円 2024年３月期 3,206百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） － － － －

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,690 6.7 1,210 － 1,720 62.2 1,370 50.1 390.49

１．2025年３月期第１四半期の業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在するものの１株当たり四半期純損失であるた

め記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式
（非上場）の配当については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 3,598,015株 2024年３月期 3,508,840株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 399株 2024年３月期 399株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 3,537,839株 2024年３月期１Ｑ 3,508,482株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



Ａ種種類株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － － － 0.00 0.00
2025年３月期 －

2025年３月期（予想) － － － －

Ｂ種種類株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － － － 0.00 0.00
2025年３月期 －

2025年３月期（予想） － － － －

種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　雇用・所得環境の改善が続き、企業収益が高水準で推移し、個人消費も増加傾向にあることから、国内における

航空旅客需要は回復基調が続いています。このような状況のなか、当社も旺盛な航空需要を取り込むべく、臨時便

の運航などを実施し引き続き収益拡大に努めました。

　この結果、当社の当第１四半期累計期間における航空運送事業収入は10,032百万円（前年同期比13.7％増）とな

りました。また、附帯事業収入は35百万円（前年同期比133.3％増）となり、これらの結果として、当第１四半期

累計期間の営業収入は10,068百万円（前年同期比13.9％増）となりました。

　一方で、為替相場や原油価格の急激な変動など当社を取り巻く環境は予断を許さない状況が継続しております。

特に大幅な円安進行は当社の業績に大きな影響を及ぼす可能性があります。

　当第１四半期累計期間においては、主には外貨建取引となる定期整備費用について、その引当金を円換算したこ

とにより引当金繰入額の為替影響が621百万円発生したことで、営業損失は854百万円（前年同期は2,151百万円の

営業損失）となりました。

　また、営業損失と経常損失の差異は、営業外収益の為替差益396百万円が主たる要因です。為替差益の主な内容

はヘッジを目的とした為替予約に係るものです。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期会計期間末の資産合計は24,278百万円となり、前事業年度末に比べ725百万円増加しました。

　流動資産合計は805百万円増加しましたが、これは主として、営業未収入金が784百万円減少した一方で、現金及

び預金が950百万円増加、前払費用が742百万円増加したことなどによるものです。固定資産合計は79百万円減少し

ましたが、これは主として、減価償却による減少などによるものです。

　当第１四半期会計期間末の負債合計は21,602百万円となり、前事業年度末に比べ1,268百万円増加しました。

　これは主として、借入金（流動負債および固定負債合計）およびリース債務（流動負債および固定負債合計）が

返済により443百万円減少した一方で、定期整備引当金が1,217百万円増加、営業未払金が317百万円増加、未払法

人税等が125百万円増加、賞与引当金が116百万円増加したことなどによるものです。なお、当第１四半期会計期間

末の有利子負債残高は5,333百万円となりました。

　当第１四半期会計期間末の純資産合計は2,676百万円となり、前事業年度末に比べ543百万円減少しました。

　これは、デリバティブ取引に係る繰延ヘッジ損益が55百万円増加した一方で、四半期純損失の計上により利益剰

余金が598百万円減少したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年度の通期の業績につきましては、2024年４月30日に公表しました業績予想から変更ありません。

　業績予想を据え置いた理由としましては、本業績予想における通期平均為替レートを140円/米ドルで想定してお

りますが、今後、為替レートは現状より円高水準となり概ね業績予想通りとなることが見込まれるためです。

　なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断しており、今後の様々な要因の変化により、当業

績予想と乖離する可能性があります。予想の修正が必要な場合には速やかに公表します。
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（単位：百万円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,654 9,605

営業未収入金 2,296 1,511

商品 1 1

貯蔵品 621 661

前払費用 1,179 1,922

未収入金 868 843

その他 1,783 1,665

貸倒引当金 △0 －

流動資産合計 15,406 16,211

固定資産

有形固定資産

航空機材（純額） 4,340 4,252

リース資産（純額） 500 488

その他 1,063 1,038

有形固定資産合計 5,904 5,779

無形固定資産 467 472

投資その他の資産 1,774 1,814

固定資産合計 8,147 8,067

資産合計 23,553 24,278

負債の部

流動負債

営業未払金 2,479 2,797

短期借入金 800 800

１年内返済予定の長期借入金 1,802 1,582

リース債務 46 46

未払金 1,144 1,094

未払法人税等 43 169

契約負債 461 455

賞与引当金 － 116

その他 147 139

流動負債合計 6,925 7,203

固定負債

長期借入金 2,606 2,393

リース債務 522 510

定期整備引当金 10,158 11,376

その他 120 118

固定負債合計 13,407 14,399

負債合計 20,333 21,602

純資産の部

株主資本

資本金 1,892 1,892

資本剰余金 5,305 5,305

利益剰余金 △4,598 △5,196

自己株式 △1 △1

株主資本合計 2,598 2,000

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 607 663

評価・換算差額等合計 607 663

新株予約権 13 13

純資産合計 3,219 2,676

負債純資産合計 23,553 24,278

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

 前第１四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

 当第１四半期累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

営業収入 8,841 10,068

事業費 10,303 10,106

営業総損失（△） △1,462 △37

販売費及び一般管理費 689 816

営業損失（△） △2,151 △854

営業外収益

受取利息及び配当金 0 14

為替差益 126 396

貯蔵品売却収入 － 2

補助金収入 － 10

その他 0 0

営業外収益合計 128 424

営業外費用

支払利息 10 12

固定資産除却損 0 0

営業外費用合計 10 12

経常損失（△） △2,034 △441

特別利益

補助金収入 1 0

特別利益合計 1 0

税引前四半期純損失（△） △2,032 △441

法人税、住民税及び事業税 3 132

法人税等調整額 △141 24

法人税等合計 △138 156

四半期純損失（△） △1,894 △598

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

減価償却費 （百万円） 201 186

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

前第１四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　当社は、航空運送事業を主な事業とする単一業種の事業活動を営んでおります。また、経営資源の配分の決定や

業績評価は、当社全体で行っております。したがって、事業セグメントは単一であるため、セグメント情報の記載

を省略しております。

当第１四半期累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　当社は、航空運送事業を主な事業とする単一業種の事業活動を営んでおります。また、経営資源の配分の決定や

業績評価は、当社全体で行っております。したがって、事業セグメントは単一であるため、セグメント情報の記載

を省略しております。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年７月31日

株式会社スターフライヤー

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

　福岡事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 尾 﨑 更 三

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 前 田 拓 哉

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社スターフライヤーの2024年４月１日から2025

年３月31日までの第23期事業年度の第１四半期会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期累計

期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算

書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等

の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四

半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ

の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ

る。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場

合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が

国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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